
図　．低周波音問題の評価手順

＊１．低周波音による物的苦情に関する参照値（表１）
＊２．低周波音による心身に係る苦情に関する参照値
     （Ｇ特性：ISO 7196）
＊３．低周波音による心身に係る苦情に関する参照値（表２）
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